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2015 年版おさかなカレンダーが完

成しました。このカレンダーは魚食普

及や地産地消を促す目的で毎年作成し

ており、現在各浜へ配布中で、県内の

小中学校にも配布されます。 

今年のおさかなカレンダーのタイト

ルは、三重県水産物消費拡大促進協議

会が会員や各浜に募集をし、北勢公設

卸売市場㈱の森川武さん考案の「お魚

三昧」に決定しました。 

おさかなカレンダーを活用し、四季

を彩る三重の魚を知り、味わってほし

いと当会関係者は期待しています。 

 

おさかなカレンダーについての 

お問い合わせはこちら♪ 

三重県水産物消費拡大促進協議会 

（漁連指導部内）℡:059-228-5445 

 

 

 

 

 

 

 

 

 27 日、津市・白塚漁港に於いて、白

塚おさかなまつりが開催される。 

 このまつりは、地元の豊かな海の幸

を味わってもらおうと、白塚漁業協同

組合を中心とした白塚おさかなまつり

実行委員会が主催しているもの。スー

パーなどのお店より安くて新鮮な魚介

類が手に入ると地元の人々に大人気の

イベントで、今年で 13 回目の開催とな

る。 

 当日は、地元で揚がった鮮魚や、ち

りめんなどの水産加工品、新のり、野

菜やみかんなどの農産物、その他市内

各地の特産物などが販売される。 

また、海鮮汁の振る舞いや、マグロ

解体ショー、地元白塚の団体によるよ

さこい踊りや獅子舞などのイベントも

行われる予定。開催時間は 8 時 30 分

～12 時までで、雨天決行。楽しい催し

盛りだくさんの白塚おさかなまつりへ、

是非一度足を運んでみてください。 

白塚おさかなまつりへのお問合せは 

下記へお願いします♪ 

白塚漁業協同組合 

℡：059-232-3027 

 

本紙は三重漁連ホームページ（http://www.miegyoren.or.jp/）での閲覧を推奨します（PDF ファイル）。 

 2015年三重県おさかなカレンダー完成！！ 

－三重県消費拡大促進協議会－ 

週報みえぎょれん 
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★浜に身近な話題をお届けする関係者向けミニ情報誌★ 

白塚おさかなまつりが開催されます！ 

平成 26年 12月 27 日(土) 

－津市・白塚漁港－ 

http://www.miegyoren.or.jp/
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消費者庁は、「機能性表示」の新制度

の概要を固めた。機能性表示とは、食品

に含まれる成分が体にどんな“良い”効果

があるのかを示す表示の事で、現在すで

に認められている機能性表示には、「特

定保健用食品（トクホ）」と「栄養機能食

品」がある。 

特定保健用食品は、その食品に対し

「体脂肪の減少を促す」など具体的な表

示が可能だが、国の認可が必要なため

手間と時間がかかり、企業側の負担が大

きい事がデメリットとしてあった。一方、栄

養機能食品は、国の認可は不要なもの

の、その対象は食品ではなくあくまで栄養

成分で、現在国が定めている 12 種類の

ビタミンと 5 種類のミネラルに限定されて

いる。その成分を一定量含む食品に対し、

例えば「ビタミンＣは、皮膚や粘膜の健康

維持を助けるとともに、抗酸化作用をもつ

栄養素です」など、食品中の栄養成分と

その機能を表示することが出来る。 

今回新たに導入される制度では、アル

コールなどの過剰摂取が問題となるもの

を除き、原則として全ての食品が対象と

なっているため、これまで認められていな

かった魚・肉・野菜などの生鮮品や加工

品に対し、病気の予防・治療に関する表

示を除き、体の健康の補助・増進の範囲

内で機能性表示が可能となる。また、特

定保健用食品のような国の認可は不要

で、販売前に科学的根拠を国へ届け出

れば、あくまで企業側の責任として表示す

ることができる。 

消費者庁は今後、具体的な基準につ

いてガイドラインを示し、2015年春に新制

度導入となる見通し。 

先月発表された、日刊トレンディの

2015 年ヒット予測ランキングでも「グルメ

“健効“系フーズ」が 1位となり、世間の関

心の目が「健康」と「食」に向いていること

がわかるが、この新制度が魚の新しい売り

方やＰＲ方法となり、魚の消費拡大につな

がることが期待される。 

 

 

 9 日、平成 25 年度国民健康・栄養

調査結果が公表された。 

これは、国民の健康の増進の総合的

な推進を図るための基礎資料として、

国民の身体の状況、栄養摂取量及び生

活習慣の状況を明らかにするため、厚

生労働省が毎年実施しているもの。 

この中で、食品群別摂取量（1 人 1

日あたりの摂取量平均値）を見ると、

魚介類は 72.8ｇで、前年に比べ 2.8％

増加している。しかし、年齢別にみる

と、1～6 歳、7～4 歳は前年に比べそ

れぞれ 4.4ｇ、1.4ｇ減少。子どもの魚

離れは改善されておらず、今後も継続

した対策が必要な結果となった。 

 その他詳しいデータは、厚生労働省

のＨＰで見ることが出来ます。 

【主な予定】 

〇12月27日(土) 白塚おさかなまつり(津) 

〇12 月 29 日(月) 大漁ふれあい市(津） 

 
本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

魚に機能性表示が可能に!? 

新・機能性表示が来春発足予定 

平成 25 年度国民健康・栄養調査結果 


